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秋
高
同
窓
会
六
十
三
年
度
総

会
は
八
月
二
十
一
日
午
後
二
時

か
ら
秋
田
市
平
安
闇
で
開
か
れ

た
。
こ
と
し
の
総
会
は
、
当
番

年
次
制
と
な
っ
て
二
年
目
。
会

場
に
は
当
番
年
次
の
S
8
年
、

1
8
年
、
2
8
年
、
3
8
年
、
4
8
年
卒

業
生
を
中
心
に
約
百
七
十
人
が

出
席
、
か
つ
て
な
い
活
気
の
あ

る
も
の
と
な
っ
た
。

総
会
は
畠
山
樹
之
氏
一
3
8
卒
一
の

総
合
司
会
で
行
わ
れ
、
貝
沼
研
造
氏

も
1
ソ

・
ヽ

藤
′J、i革雄象剛会長

㌻、

－lご一重をナ．

尊

厳

発　行　者

秋　田　県　立

秋田高等学校同窓会

印　刷　所

秋田マイクロ写真
印刷株式会社

若
い
人
多
く
活
気

副
会
長
に
小
沢
、
小
玉
両
氏

一
1
8
年
一
が
開
会
の
こ
と
は
、
全
員

で
校
歌
斉
唱
、
物
故
会
員
に
獣
と
う

を
さ
さ
げ
た
の
ち
、
塩
田
雄
次
会
長

が
「
当
番
年
次
制
と
な
っ
て
二
年
目
、

同
窓
会
活
動
も
活
発
に
な
っ
て
き
た
。

各
年
次
と
も
お
互
い
に
連
絡
を
さ
ら

に
密
に
し
て
ほ
し
い
。
母
校
は
硬
式

箪篭ダ背葦
′ト玉得太邸剛会長

若
い
人
も
多
く
参
加
し
活
発
だ
っ
た
6
3
年
度
総
会

野
球
は
残
念
な
結
果
だ
っ
た
が
、
代

わ
り
に
軟
式
野
球
部
が
全
国
大
会
に

出
場
し
た
。
例
、
三
つ
の
運
動
部
が

失
敗
し
て
も
代
わ
り
の
部
が
補
う
の

が
伝
統
校
の
良
さ
て
あ
り
　
こ
れ
が

ま
た
新
し
い
歴
史
を
つ
く
る
こ
と
に

つ
な
が
る
。
こ
れ
か
ら
も
同
窓
会
の

活
動
に
つ
い
て
意
見
を
い
た
だ
き
た

S26卒の東大教授

伊藤氏が講演

来
春
に
会
員

名
簿
を
発
行

確
認
状
は
必
ず
事
務
局
へ

同
窓
会
本
部
は
来
春
を
メ
ド
に
会

員
の
名
簿
を
発
行
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。
会
員
名
簿
は
百
十
周
年
を
記
念

し
て
業
者
に
発
注
し
て
刊
行
し
た
が

五
年
経
過
し
た
現
在
、
同
窓
生
の
変

動
が
激
し
い
う
え
、
新
し
い
会
員
も

増
え
た
こ
と
か
ら
、
昨
年
購
入
し
た

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
使
い
、
名
簿
委

員
会
一
席
島
吾
郎
委
員
長
一
中
心
に

新
し
く
作
成
、
発
行
す
る
。

作
業
の
段
取
り
は
、
百
十
周
年
当

時
の
名
簿
を
各
年
次
が
訂
正
し
、
そ

れ
を
名
簿
委
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
に

イ
ン
プ
ソ
ト
し
、
さ
ら
に
各
年
次
に

確
認
し
て
も
ら
う
仕
組
み
、

現
在
、
各
年
次
に
確
認
状
を
発
送

し
て
い
る
が
、
会
員
総
数
二
万
八
千

人
に
の
ぼ
る
ぼ
う
大
な
資
料
。
最
終

的
に
は
年
末
ま
で
に
確
認
作
業
を
終

え
た
い
考
、
ろ

名
簿
委
で
は
確
認
状
は
、
必
ず
本

部
事
務
局
に
送
り
返
す
よ
う
各
年
次

に
協
力
を
求
め
て
い
る
。

菱
孝
蒙
蒙
亥
菱
孝
蒙
妻
妾
妻
妾
芽
茅
妻
妾
麦
芽
蒙
蒙
蒙
玄
妾
菱
菱
茎
蒙
玄
そ
蒙
蒙
菱
玄
委
菱
蒙
孝
菱
老
妻
菱
孝
妻
妾
委
芽
芽
菱
亥
委
菱
菱
葺
麦
委
董
芽
孝
妻
要
望
菱
老
孝
妻
妾
芽
孝
蒙
委
蒙
蒙
妾
董
蒙
蒙
雲
委
菱
菱
蒙
妻
妾
董
孝
萎
妻
妾
菱
老

い
。
き
ょ
う
は
、
辞
任
さ
れ
た
大
嶋
、

京
野
両
副
会
長
の
後
任
副
会
長
を
も

選
考
す
る
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

た
い
」
と
あ
い
さ
つ
。
ま
た
、
こ
の

春
就
任
し
た
室
田
弘
校
長
は
「
同
窓

会
が
い
つ
も
母
校
の
た
め
に
援
助
し

て
く
れ
て
感
謝
に
た
え
な
い
。
自
分

は
二
十
六
年
の
卒
業
生
だ
が
、
同
窓

会
に
出
席
し
て
い
つ
も
感
ず
る
こ
と

は
先
輩
と
後
輩
が
親
睦
に
よ
り
、
き

ず
な
を
深
め
合
う
こ
と
は
何
よ
り
も

心
強
い
。
本
当
に
秋
高
を
卒
業
し
た

こ
と
を
誇
り
に
思
う
」
と
あ
い
さ
つ
、

さ
ら
に
母
校
の
現
況
、
進
学
、
運
動

部
の
活
躍
状
況
な
ど
に
つ
い
て
報
告

し
た
。

次
い
で
塩
田
会
長
が
議
長
と
な
っ

て
議
事
に
入
り
、
会
務
報
告
、
常
置

委
員
会
報
告
、
六
十
二
年
度
収
支
決

算
を
監
査
報
告
を
承
認
、
六
十
三
年

度
事
業
計
画
並
び
に
予
算
案
を
原
案

通
り
可
決
し
た
。

ま
た
、
鷹
島
名
簿
委
月
長
か
ら
「
来

春
の
名
簿
発
行
に
つ
い
て
」
ま
た
、
太

同窓会決算・予算
昭和63年度
予　算　書

3，312，000

1，300，000

2，000，000

600，000

300，000

100，000

1，486，531

9，098，531

1，060，000

1，980，000

3，800，000

1，500，000

250，000

508，531

9，098，531

年　度
書

2，760，000

1，300，000

2，050，000

490，000

93，163

131，130

1，250，753

昭　和　62
決　　算

く収入の部〉

入　　会　　金・

年；欠　会　費
役　員　会　費

協賛広告収入

基金・運用収入

雑　　収　　入

繰　　越　　金・

合　　　　　計　　　8，075，046
く支出の部＞

1，194，994

1，663，361

2，524，330

1，000，000

205，830

0

事　　務　　費

会・　議　　費

事　　業　　費

基　　　　　金・

雑　　　　　費

予　　備　　費

合　　　　　計　　　6，588，515
繰　　越　　額　　1，486，531

◎昭和62年度基金会計
く支出の部〉

コンピューター代金1，498，鵬0

〝　　消耗品　10，200

計　　　1，508，200

差　引　残　金　11，603，740

く収入の部〉

前年度繰越11，303，742

寄　付　金　　523，000

一般会計より繰入1，000，000

利　　　　息　　285，198

計　　13，111，940

西
木
氏
一
掴
一
に
直
木
賞

猿
橋
賞
の
佐
藤
さ
ん
一
冊
一
急
逝

本
校
出
身
者
か
ら
直
木
賞
作
家
と

女
性
科
学
者
に
贈
ら
れ
る
猿
橋
賞
の

受
賞
者
が
、
本
年
度
に
入
っ
て
か
ら

相
次
い
で
出
た
。

第
九
十
九
回
直
木
賞
に
輝
い
た
の

は
、
昭
和
三
十
四
年
卒
の
西
木
正
明

氏
一
本
名
鈴
木
正
昭
一
。
「
凍
れ
る
瞳
」

「
端
島
の
女
」
で
受
賞
し
た
。

同
氏
は
、
早
大
在
学
中
に
探
険
部

を
創
部
、
ア
ラ
ス
カ
探
険
に
出
か
け

る
な
ど
、
根
っ
か
ら
の
冒
険
野
郎
。

同
大
中
退
後
は
雑
誌
記
者
を
経
て
、

「
オ
ホ
ー
ツ
ク
諜
報
船
」
で
文
壇
に

デ
ビ
ュ
ー
。
同
作
品
が
第
七
回
ノ
ン

フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
新
人
賞
を
受
賞
す
る

と
と
も
に
直
木
賞
候
補
に
。
以
来
三

回
、
同
候
補
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ
て

い
た
。
本
県
出
身
者
で
は
四
人
目
。

本
校
出
身
者
で
は
初
の
快
挙
で
あ
る
。

四
十
八
歳
。
仙
北
郡
西
木
村
出
身
。

横
浜
市
港
北
区
高
田
町
二
六
五
四
の

五
五
住
。
一
方
、
第
八
回
猿
橋
賞
を
受
賞
し

た
の
は
、
昭
和
三
十
一
年
卒
の
佐
藤

周
子
さ
ん
。
東
北
大
医
学
部
卒
業
後

同
大
放
射
線
基
礎
医
学
教
室
を
経
て
、

同
四
十
五
年
に
愛
知
県
が
ん
セ
ン
タ

ー
研
究
所
に
入
所
。
「
放
射
線
に
よ

る
が
ん
細
胞
死
」
の
研
究
が
認
め
ら

れ
、
今
回
の
受
賞
と
な
っ
た
。

し
か
し
佐
藤
さ
ん
は
、
受
賞
約
一
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カ
月
後
の
六
月
二
十
三
日
、
急
性
心

不
全
で
死
去
し
た
。
五
十
歳
だ
っ
た
。

同
セ
ン
タ
ー
初
の
女
性
管
理
職
者
と

し
て
、
研
究
も
ま
ま
な
ら
な
い
ほ
ど

多
忙
な
と
こ
ろ
に
、
今
回
の
受
賞
で

の
疲
れ
も
重
な
っ
て
倒
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。
「
も
っ
と
研
究
一
筋
の
生

活
を
さ
せ
て
あ
げ
た
か
っ
た
」
と
、
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同
期
生
な
ど
が
故
人
の
業
績
を
惜
し

ん
で
い
る
。
死
亡
時
の
住
所
は
名
古

屋
市
千
種
区
光
ケ
丘
二
丁
目
一
四
ノ

二
。

（
西
木
氏
の
受
賞
の
喜
び
を
2
面
、

佐
藤
さ
ん
へ
の
追
悼
文
を
3
面
に
掲

載。）

田
企
画
委
員
長
か
ら
六
十
八
年
の
百

二
十
周
年
記
念
事
業
に
つ
い
て
「
活

性
化
の
た
め
の
答
申
に
基
つ
い
て
学

校
当
局
、
各
支
部
の
意
見
を
聞
い
た

う
、
え
、
一
、
二
年
後
に
は
記
念
事
業

委
員
会
を
発
足
さ
せ
た
い
」
と
提
案

が
あ
り
、
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
あ
と
引
退
さ
れ
た
大
嶋
民
治

副
会
長
（
8
年
一
と
六
郷
町
長
に
就

任
し
辞
任
さ
れ
た
京
野
大
三
副
会
長

一
1
2
年
一
の
後
任
人
事
に
う
つ
り
、

佐
藤
民
治
氏
（
1
1
年
一
を
委
員
長
に

選
考
委
員
会
を
開
い
た
結
果
、
新
副

会
長
に
小
澤
雄
象
一
1
2
年
一
、
小
玉

得
太
郎
一
1
8
年
一
の
両
氏
、
大
嶋
、

京
野
両
氏
と
こ
の
春
退
職
さ
れ
た
榊

田
前
校
長
を
顧
問
に
選
任
し
た
。

小
澤
、
小
玉
両
新
副
会
長
の
就
任

あ
い
さ
つ
の
後
、
記
念
講
演
に
入
っ

た
。
講
師
は
二
十
六
年
卒
の
伊
藤
隆

東
大
文
学
部
教
授
。
招
へ
い
の
労
を

と
っ
た
小
玉
得
太
郎
氏
が
同
教
授
の

経
歴
を
紹
介
し
た
あ
と
、
テ
ー
マ
は

「
今
、
な
ぜ
町
田
忠
治
か
」
。

近
世
史
の
権
威
と
し
て
知
ら
れ
る

伊
藤
教
授
は
、
母
校
の
一
期
生
で
戦

前
か
ら
何
度
も
大
臣
を
務
め
、
政
治

ば
か
り
で
は
な
く
、
日
本
の
経
済
界

に
も
大
き
く
貢
献
し
、
本
県
人
と
し

て
は
首
相
に
最
も
近
い
位
置
に
あ
っ

た
と
い
わ
れ
る
町
田
忠
治
の
郷
土
か

ら
上
京
す
る
ま
で
の
足
跡
を
た
ど
り

県
内
で
散
逸
さ
れ
つ
つ
あ
る
大
先
輩

の
資
料
を
惜
し
み
、
「
県
内
に
も
盛

岡
の
先
人
記
念
館
の
よ
う
な
施
設
が

ほ
し
い
」
と
提
言
、
感
銘
を
与
え
た
。

3
1
年
ぶ
り

全
国
大
会

母
校
軟
式
野
球
が
健
闘

同
窓
会
募
金

七
四
五
万
円

母
校
の
軟
式
野
球
部
が
全
国
大
会

で
健
闘
し
た
。

さ
る
八
月
一
日
八
戸
市
で
行
わ
れ

た
奥
羽
予
選
で
青
森
県
代
表
田
名
部

高
校
を
4
－
0
で
下
し
、
晴
れ
の
奥

羽
地
区
代
表
権
を
獲
得
し
た
も
の
。

母
校
の
軟
式
野
球
部
が
全
国
大
会

に
出
場
す
る
の
は
、
三
十
二
年
の
第

三
回
以
来
、
三
十
一
年
ぶ
り
三
度
目
。

こ
の
た
め
同
窓
会
で
も
組
織
を
通
じ

て
募
金
活
動
を
行
い
、
九
月
五
日
現

在
で
総
額
七
百
四
十
五
万
円
余
に
達

した。在
校
生
や
同
窓
生
の
熱
い
期
待
を

背
に
八
月
二
十
五
日
か
ら
兵
庫
県
の

明
石
市
で
行
わ
れ
た
第
三
十
三
回
全

国
大
会
に
出
場
し
た
ナ
イ
ン
は
、
二

回
戦
で
優
勝
校
の
広
島
県
の
広
陵
高

と
対
戦
、
惜
し
く
も
0
－
1
で
サ
ヨ

ナ
ラ
負
け
を
喫
し
た
が
、
大
会
終
了

後
、
広
陵
高
ナ
イ
ン
に
「
初
戦
の
秋

田
高
校
戦
が
最
も
苦
し
か
っ
た
」
と

言
わ
せ
る
ほ
ど
の
大
健
闘
だ
っ
た
。

な
お
、
募
金
の
詳
細
に
つ
い
て
は

別
に
お
礼
を
添
え
て
報
告
す
る
。

（
4
面
に
詳
報
）

天
上
天
下

都
内
の
私
立
高
校
で
教
べ
ん
を

と
っ
て
い
る
高
橋
俊
昭
氏
一
2
7
年

季
一
か
ら
「
カ
ロ
ザ
ス
と
秋
田
の

新
聞
」
な
る
論
文
が
送
ら
れ
て
き

た
。
カ
ロ
ザ
ス
は
明
治
十
二
年
か

ら
三
年
間
、
母
校
の
前
身
、
秋
田

師
範
中
学
予
備
科
で
英
語
を
教
授

し
て
い
た
人
。
秋
高
百
年
史
や
秋

田
県
史
な
ど
に
も
紹
介
さ
れ
て
い

る
▼
論
文
は
数
多
く
の
資
料
を
基

に
カ
ロ
ザ
ス
が
秋
田
に
滞
在
中
に

当
時
の
地
元
新
聞
に
寄
稿
し
た
中

か
ら
、
そ
の
影
響
、
県
内
の
政
治
、

経
済
状
況
、
さ
ら
に
県
内
に
芽
生

え
て
い
た
自
由
民
権
運
動
と
の
か

か
わ
り
な
ど
を
高
橋
氏
な
り
に
分

析
し
、
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
▼

明
治
二
年
宣
教
師
と
し
て
初
来
日

し
た
後
、
二
度
に
わ
た
っ
て
来
日
、

文
部
省
の
派
遣
教
師
と
な
っ
て
国

内
各
地
を
回
り
、
明
治
の
教
育
界

に
大
き
な
功
績
を
残
し
た
カ
ロ
ザ

ス
。
い
わ
ば
外
人
教
師
の
草
分
け

的
存
在
だ
が
、
そ
の
足
跡
は
な
お

不
明
な
点
が
少
な
く
な
い
と
高
橋

氏
は
指
摘
す
る
▼
創
立
百
十
五
年

を
経
た
わ
が
母
校
。
門
下
か
ら
は

数
多
く
の
著
名
人
を
生
み
、
教
べ

ん
を
と
っ
た
偉
大
な
教
育
者
は
数

知
れ
な
い
。
こ
れ
こ
そ
伝
統
校
で

な
け
れ
ば
あ
り
得
な
い
貴
重
な
財

産
て
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
先
輩
や

恩
師
の
足
跡
を
追
う
後
輩
も
少
な

く
な
い
。
高
橋
氏
や
記
念
講
演
し

た
伊
藤
隆
東
大
教
授
、
さ
ら
に
は

直
木
賞
作
家
西
木
正
明
氏
も
そ
の

一
人
だ
ろ
う
▼
母
校
の
一
期
生
、

町
田
忠
治
を
研
究
す
る
伊
藤
教
授

は
資
料
の
散
逸
を
嘆
い
て
い
た
。

県
人
と
し
て
は
誠
に
耳
の
痛
い
話

で
あ
る
。
偉
大
な
先
覚
の
資
料
を

失
う
こ
と
は
、
秋
田
の
文
化
を
失

な
う
こ
と
に
等
し
い
か
ら
で
あ
る
。

盛
岡
市
に
は
先
人
記
念
館
が
あ
る

し
、
盛
岡
一
高
で
も
資
料
室
が
整

っ
て
い
る
と
聞
い
た
▼
二
十
一
世

紀
を
担
な
う
若
い
後
輩
た
ち
の
た

め
に
も
先
覚
の
資
料
は
も
と
よ
り

そ
の
足
跡
を
追
い
続
け
て
い
る
文

化
人
た
ち
の
努
力
の
結
晶
を
き
ち

ん
と
整
え
て
お
き
た
い
。
そ
れ
が

校
歌
の
精
神
に
つ
な
が
る
と
い
え

る
。
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で
き
る
だ
け
会
合
を

若
年
次
の
強
化
で
懇
談
会

初
の
年
次
強
化
策
懇
談
会
が
七
月

二
十
六
日
午
後
六
時
か
ら
秋
田
市
千

秋
会
館
て
開
か
れ
た
。
同
懇
談
会
は

同
窓
会
の
活
性
化
の
一
環
と
し
て
若

年
次
組
織
の
整
備
、
強
化
が
急
務
と

い
う
こ
と
て
開
か
れ
た
。

こ
の
日
は
四
十
一
年
次
卒
業
生
か

ら
五
十
年
次
卒
業
生
ま
で
を
対
象
に

各
年
次
代
表
二
名
が
出
席
、
塩
田
会

長
の
あ
い
さ
つ
に
続
き
、
企
画
、
財
政
、

名
簿
、
広
報
の
四
常
置
委
員
長
か
ら

各
委
員
会
の
現
況
が
報
告
さ
れ
た
。

続
い
て
太
田
企
画
委
員
長
の
司
会

で
懇
談
に
入
り
、
そ
れ
ぞ
れ
自
己
紹

介
の
の
ち
各
年
次
の
実
情
が
紹
介
さ

れ
た
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
若
年
次
は

す
で
に
同
期
会
だ
よ
り
を
三
回
も
発

行
し
た
（
4
9
年
一
、
過
去
総
会
四
回
、

今
年
は
卒
業
二
十
周
年
記
念
を
開
催

し
た
一
4
3
年
一
な
ど
活
発
に
活
動
し
て

い
る
年
次
も
あ
る
が
、
大
半
は
、
転

勤
者
が
多
く
、
名
簿
が
未
整
備
（
4
1

年
一
卒
業
二
十
周
年
記
念
を
来
年
に

控
え
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
散
在

し
て
い
る
同
期
生
に
連
絡
を
取
る
だ

け
で
も
大
変
一
4
4
年
一
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
大
き
な
問
題
を
抱
え
て
い
る
こ
と

が
わ
か
っ
た
。

特
に
若
年
層
に
な
る
に
つ
れ
、
小

ク
ル
ー
ブ
こ
と
の
集
ま
り
は
あ
っ
て

も
、
同
期
会
と
し
て
の
ま
と
ま
っ
た

会
合
を
ほ
と
ん
ど
開
い
て
い
な
い
年

次
が
多
か
っ
た
。
従
っ
て
年
次
の
役

月
も
未
整
備
な
と
こ
ろ
が
ほ
と
ん
ど

ま
た
同
期
会
と
同
窓
会
と
の
関
連
に

疑
問
を
持
つ
年
次
も
あ
っ
た
。

そ
こ
で
懇
談
会
で
は
、
同
じ
高
校

を
卒
業
し
た
同
士
で
あ
り
、
後
輩
た

ち
の
た
め
に
も
同
窓
会
本
部
と
各
年

次
の
パ
イ
プ
を
太
く
す
る
。
各
年
次

と
も
で
き
る
だ
け
会
合
を
数
多
く
持

つ
こ
と
な
ど
を
話
し
合
い
、
組
織
の

強
化
の
た
め
に
同
窓
会
本
部
か
ら
十

年
次
に
そ
れ
ぞ
れ
必
要
に
応
じ
、
通

信
費
と
し
て
三
万
円
を
補
助
す
る
こ

と
に
な
っ
た
。

総
会
へ
の
協
力
期
す

第
二
回
当
番
年
次
打
合
会

本
年
度
第
二
回
の
当
番
年
次
打
合

会
は
、
八
月
九
日
、
千
秋
会
館
に
於
て
、

大
嶋
副
会
長
、
太
田
企
画
委
員
長
、

各
年
次
よ
り
各
二
名
出
席
の
上
第
一

回
打
合
せ
の
大
綱
に
基
ず
い
て
総
会

の
次
第
、
司
会
者
、
懇
親
会
の
次
第
、

司
会
者
な
ど
、
更
に
各
年
次
よ
り
総

会
出
席
者
の
動
員
な
ど
、
具
体
的
内

容
に
つ
い
て
話
し
合
い
、
よ
り
す
ば

ら
し
い
総
会
の
運
営
を
期
し
て
協
力

体
制
を
敷
く
こ
と
に
し
た
。
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l

◎
常
任
理
事
会
（
六
月
二
十
四
日
）

本
年
度
常
任
理
事
会
は
、
六
月
二

十
四
日
、
平
安
闇
に
於
て
会
長
以
下

五
十
名
が
出
席
し
て
開
催
さ
れ
た
。

ま
ず
、
全
長
、
学
校
長
の
挨
拶
に
次

い
で
理
事
会
に
提
案
す
る
次
の
案
件

妻
妾
妙
蒙
劣
蒙
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仇
仇
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要
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西木氏、創作に意欲

「来年はスパイ小説」

謂重直木賞受賞祝う全

昭
和
三
十
四
年
季
同
期
生
に
よ
る

「
西
木
正
明
君
直
木
賞
受
賞
を
祝
う

会
」
が
、
九
月
十
二
日
秋
田
市
の
弥

高
会
館
で
開
か
れ
た
。

秋
田
高
校
始
ま
っ
て
以
来
の
快
挙
。

そ
れ
を
仲
間
が
や
っ
て
の
け
た
、
と

い
う
こ
と
て
、
当
日
は
県
内
在
住
者

六
十
数
人
と
在
学
中
の
恩
師
七
人
が

馳
け
付
け
た
。

全
て
は
、
西
木
君
が
「
高
校
時
代

の
劣
等
生
が
、
先
生
た
ち
や
優
秀
だ

っ
た
仲
間
に
固
ま
れ
、
こ
う
し
た
晴

れ
が
ま
し
い
席
に
い
る
の
は
身
の
細

る
思
い
だ
」
と
ユ
ー
モ
ア
た
っ
ぷ
り

に
話
し
は
じ
め
「
来
年
は
、
秋
田
市

出
身
の
故
須
磨
弥
富
郎
代
議
士
の
ス

ペ
イ
ン
　
使
時
代
に
ス
ポ
／
ト
を
当

て
た
、
ス
ペ
イ
ン
小
説
に
取
り
組
み

澗田監警箪磯凋■■璃

■■一

摩十＋∴

慧‾魚　腑箸滝

田

㌣

躍

こ彿戚鰯軽
重蓋≡調■

ユーモアたっぷりにあいさつする西木正明氏

母
校
野
球
部
の
大
先
輩
、
故
伊
藤

勝
三
さ
ん
の
夫
人
静
江
さ
ん
＝
東
京

都
板
橋
区
大
山
西
町
4
4
－
5
日
が
、

今
後
、
毎
年
定
期
的
に
寄
付
金
を
続

け
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

銀
行
の
信
託
制
度
を
通
し
て
、
元

金
一
千
万
円
か
ら
生
じ
る
利
息
分
を

自
動
的
に
矢
留
ク
ラ
ブ
に
預
け
る
も
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’

　

　

°

　

　

　

　

　

°

九
月
十
日
か
ら
十
三
日
に
か

け
て
、
ひ
さ
し
ぶ
り
に
帰
郷
し

た
。
出
身
地
の
西
木
村
と
秋
高

の
同
期
生
の
皆
さ
ん
が
、
直
木

賞
受
賞
の
お
祝
い
を
し
て
下
さ

る
と
い
う
の
で
、
い
そ
い
そ
と

秋
田
に
帰
っ
て
来
た
の
で
あ
る
。

お
祝
い
の
行
事
そ
の
も
の
は

い
ず
れ
も
盛
会
で
、
身
に
余
る

も
の
を
感
じ
た
が
、
同
時
に
と

て
も
あ
り
が
た
く
思
っ
た
の
は
、

何
十
年
間
も
無
沙
汰
に
し
て
い

い
」
と
今
後
の
創
作
に
意
欲
満
々
の

あ
い
さ
つ
。

次
い
で
、
西
木
君
が
三
年
生
の
時

の
担
任
だ
っ
た
桜
谷
吾
朗
先
生
一
同

窓
会
事
務
局
長
一
が
、
直
木
賞
の
受

賞
作
と
な
っ
た
「
凍
れ
る
瞳
」
の
内

容
に
ふ
れ
な
が
ら
、
桜
谷
先
生
自
身

の
青
春
時
代
と
戦
争
に
つ
い
て
語
ら

れた。こ
の
あ
と
は
、
乾
杯
に
続
い
て
歓

談
と
な
っ
た
が
、
約
四
年
ぶ
り
の
同

期
会
だ
っ
た
だ
け
に
、
深
夜
に
な
っ

て
も
宴
は
果
て
な
か
っ
た
。

な
お
、
今
回
の
全
に
先
だ
ち
、
昭

和
三
十
四
年
卒
で
首
都
圏
在
住
者
た

ち
三
十
数
人
が
、
さ
る
八
月
一
日
に

東
京
・
原
宿
で
「
西
木
君
の
直
木
賞

受
賞
を
祝
う
会
」
を
開
い
て
い
る
。

同
期
会
で
は
、
来
年
が
秋
田
高
校

卒
業
三
十
年
に
当
た
る
こ
と
か
ら
、

来
年
七
月
末
に
記
念
大
会
を
計
画
し

て
い
る
。
主
な
内
容
は
西
木
君
の
講

演
（
一
般
聴
衆
が
対
象
一
、
ゴ
ル
フ

の
コ
ン
ペ
な
ど
で
あ
る
。

故
伊
藤
氏
夫
人
が
寄
付

母
校
強
化
に
と
矢
留
ク
に

のだ。同
ク
ラ
ブ
で
は
、
こ
れ
を
基
金
と

し
て
、
会
費
な
ど
含
め
て
積
み
立
て

な
が
ら
、
野
球
部
の
後
輩
た
ち
に
資

金
援
助
し
て
い
く
方
向
で
あ
る
。

生
前
、
「
余
裕
が
あ
れ
は
母
校
へ

寄
付
を
続
け
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
て

い
た
伊
藤
さ
ん
の
遺
志
を
受
け
継
い

．

°

．

た
恩
師
の
先
生
方
や
旧
友
に
会

え
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
気
の
遠

く
な
る
よ
う
な
時
間
の
カ
ベ
が

事
業
な
ど
検
討

に
つ
い
て
協
議
し
た
。

m
　
常
置
委
員
会
よ
り
の
報
告

佃
　
理
事
会
提
案
の
案
件
と
し
て

ィ
、
会
務
並
び
に
事
業
報
告

ロ
、
昭
和
六
十
二
年
度
収
支
決
算

ハ
、
昭
和
六
十
三
年
度
事
業
計
画

並
び
に
収
支
予
算
案
に
つ
い
て

二
、
名
簿
発
行
に
つ
い
て

ホ
、
母
校
創
立
百
二
十
周
年

畑
　
理
事
会
、
総
会
の
日
程
に
つ
い

て
理
事
会
は
七
月
二
十
九
日
（
金
一

総
会
は
、
当
番
年
次
打
合
会
の
案

の
通
り
八
月
二
十
一
日
と
決
定

◎
理
事
会

七
月
二
十
九
日
（
金
）
ア
キ
タ
ニ
ュ

ー
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に
於
て
理
事
会

が
開
催
さ
れ
た
。
出
席
者
は
、
こ
れ

ま
で
最
高
の
八
十
五
名
を
数
、
え
、
関

心
の
高
さ
を
示
し
た
。

だ
静
江
さ
ん
。
「
秋
田
の
ス
ポ
ー
ツ

振
興
の
た
め
に
、
主
人
の
遺
志
を
生

か
す
の
は
私
の
務
め
で
す
」
と
温
か

い
言
葉
を
寄
せ
て
い
る
。

静
江
さ
ん
は
、
こ
れ
ま
て
四
度
に

わ
た
っ
て
、
屋
内
練
習
場
建
設
資
金

や
ト
レ
ー
ニ
ン
ク
機
器
購
入
費
の
一

部
と
し
て
寄
付
し
て
来
ら
れ
た
。
ま

た
、
母
校
だ
け
で
な
く
、
県
内
の
高
校

運
動
部
の
た
め
に
さ
る
七
月
、
三
千

万
円
を
寄
付
、
「
伊
藤
勝
三
ス
ポ
ー
ツ

振
興
基
金
」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。
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れた。そ
れ
ぞ
れ
い
ろ
い
ろ
な
人
生

試
練
が
あ
っ
た
だ
ろ
う
に
、
そ

◎
支
部
長
会
議

本
年
度
支
部
長
会
議
は
、
八
月
二

十
一
日
、
総
会
に
先
だ
ち
、
十
二
時
三

十
分
よ
り
平
安
閣
4
F
竹
の
間
に
於

て
、
東
京
支
部
長
の
金
谷
勇
氏
の
外
、

男
鹿
、
東
仙
北
、
西
仙
北
、
市
役
所
の

四
支
部
か
ら
出
席
、
本
部
か
ら
は
正

副
会
長
に
常
置
委
員
長
が
出
席
、
自

己
紹
介
の
後
、
情
報
交
換
に
入
り
、

ま
ず
事
務
局
か
ら
会
の
活
性
化
後
の

全
般
的
動
向
に
つ
い
て
、
組
織
面
、

財
政
面
か
ら
の
説
明
あ
り
、
次
い
で

常
置
委
員
長
か
ら
各
委
員
会
の
活
動

状
況
に
つ
い
て
報
告
、
名
簿
の
発
行

や
母
校
創
立
百
二
十
周
年
に
つ
い
て

今
後
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
が

な
さ
れ
た
。
そ
の
後
各
支
部
長
か
ら

支
部
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
報
告
あ

り
、
予
定
通
り
終
了
し
た
。
今
年
は

第
三
回
で
あ
っ
た
が
、
例
年
出
席
支

部
が
少
く
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

常
置
委
員
会
だ
よ
り

本
年
度
に
入
り
、
各
常
置
委
員
会

は
、
二
月
四
日
の
合
同
委
員
会
の
後

現
在
ま
で
に
次
の
よ
う
な
話
し
合
い

を
行
っ
た
。

△
広
報
委
員
会
一
四
月
十
八
日
一

今
年
か
ら
年
三
回
発
行
す
る
こ
と

に
な
っ
た
が
、
そ
の
一
回
の
編
集
会

議
は
、
諸
般
の
事
情
で
遅
れ
、
そ
の

た
め
発
行
も
予
定
よ
り
遅
れ
た
。
次

回
か
ら
は
予
定
通
り
の
発
行
に
努
力

す
る
こ
と
を
誓
い
合
う
。

△
企
画
委
員
会
一
五
月
二
十
三
日
、

’

　

　

’

　

　

　

　

　

’

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

’

数
々
…
…
…
。
わ
た
し
は
無
頼

の
徒
て
、
ふ
だ
ん
は
あ
ま
り
神

仏
な
ど
に
縁
の
な
い
生
活
を
し

／

七
月
八
日
一

五
月
に
は
主
と
し
て
、
年
次
強
化

策
と
創
立
百
二
十
周
年
に
つ
い
て
話

し
合
っ
た
。
若
い
年
次
の
強
化
は
、

色
々
な
事
情
か
ら
仲
々
大
変
だ
が
、

ま
ず
な
ん
と
か
年
次
の
名
簿
作
成
を

進
め
て
同
期
会
開
催
ま
で
も
っ
て
行

く
た
め
に
は
、
通
信
費
な
ど
の
補
助

が
必
要
て
あ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、

そ
の
予
算
化
に
努
力
す
る
こ
と
に
し

た
。百
二
十
周
年
に
つ
い
て
は
、
タ
イ

ム
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
立
て
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
に

な
り
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
。

七
月
の
会
合
で
は
、
認
め
ら
れ
た

年
次
強
化
費
五
十
万
円
の
具
体
的
使

い
方
に
つ
い
て
話
し
合
っ
た
。
原
則

と
し
て
、
S
4
1
卒
～
S
5
0
卒
ま
で
の

十
年
次
を
対
象
と
し
て
、
一
年
次
三

万
円
を
補
助
す
る
案
を
ま
と
め
、
更

に
そ
の
年
次
を
対
象
に
「
強
化
策
懇

談
会
」
を
近
く
開
催
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
。

△
名
簿
委
員
会
一
五
月
二
十
六
日
、

六
月
九
日
、
二
十
七
日
一

昨
年
よ
り
手
作
り
の
同
窓
会
名
簿

発
行
を
目
指
し
て
、
新
委
員
を
加
え

て
活
躍
を
続
け
て
い
る
。

こ
の
間
、
名
簿
原
稿
未
提
出
年
次

対
策
、
S
4
1
卒
以
降
卒
業
生
対
策
、

名
簿
の
体
裁
、
頒
価
の
決
定
、
資
金

の
準
備
等
と
精
力
的
に
作
業
を
進
め
、

現
在
次
々
と
カ
ー
ド
の
発
送
を
行
い
、

来
年
二
月
未
発
行
を
メ
ド
に
着
々
と

作
業
を
進
め
て
い
る
。

△
財
政
委
員
会
一
六
月
六
日
一

今
回
は
、
特
に
企
画
、
名
簿
委
員

会
の
要
請
あ
り
、
両
委
員
長
の
出
席

の
も
と
に
開
催
さ
れ
た
。
両
委
員
長

か
ら
要
請
さ
れ
た
「
年
次
強
化
費
」

「
名
簿
作
成
準
備
費
」
と
し
て
、
そ

れ
ぞ
れ
五
十
万
円
を
予
算
計
上
す
る

こ
と
に
し
た
。

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

l

≡

l

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

≡

〓

故

郷

の
II

西人

木々
正

明

II

間
に
横
た
わ
っ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ど
の
方
も
昔
と
か

わ
ら
ぬ
姿
形
て
目
の
前
に
現
わ

う
い
う
時
間
が
な
す
り
つ
け
た

垢
な
ど
さ
っ
ぱ
り
と
払
い
落
し

て
登
場
す
る
な
つ
か
し
い
顔
の

て
い
る
が
、
こ
の
時
ば
か
り
は

そ
の
存
在
を
信
ず
る
気
に
な
っ

た
。

事
務
局
だ
よ
り

▼
昨
年
よ
り
実
施
し
た
当
番
年
次
制

の
お
蔭
で
、
理
事
会
、
総
会
な
ど
以

前
に
比
べ
て
出
席
者
も
多
く
、
盛
会

に
な
っ
た
こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
こ

と
で
す
が
、
そ
の
半
面
無
断
欠
席
者

の
多
く
な
っ
た
こ
と
が
事
務
局
の
悩

み
て
す
。
大
変
な
予
算
の
無
駄
遣
い

に
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
の
こ
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
本
年
度
の
年
次
会
費
は
、
九
月
十

日
現
在
で
次
の
各
年
次
か
ら
納
入
い

た
だ
き
ま
し
た
。
未
納
年
次
は
早
目

に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
な
お
役
員

．
■
ノ
ト
＼
一
ノ
ト
＼
一
ノ
ト
＼
一
ノ
h
て
一
ノ

わ
た
し
の
よ
う
に
、
浮
草
稼

業
に
身
を
置
い
て
い
る
者
は
、

と
も
す
れ
ば
故
郷
、
あ
る
い
は

そ
こ
に
生
活
し
て
い
る
人
々
と

の
杵
な
ど
を
忘
れ
が
ち
に
な
る
。

そ
れ
が
こ
う
い
う
機
会
に
、
し

ょ
せ
ん
は
故
郷
と
い
う
お
し
ゃ

か
さ
ま
の
手
か
ら
自
分
は
逃
れ

る
こ
と
が
出
来
な
い
、
と
い
う

こ
と
を
思
い
知
ら
さ
れ
て
、
柄

に
も
な
く
し
ん
み
り
と
し
た
気

持
に
な
っ
た
の
だ
っ
た
。

会
費
の
未
納
者
に
は
、
こ
の
だ
よ
り

と
と
も
に
再
度
払
込
用
紙
を
お
送
り

し
ま
し
た
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。

▼
だ
よ
り
二
十
六
号
で
報
告
後
の
会

務
は
次
の
通
り
。

▽
5
・
2
0
　
だ
よ
り
二
十
六
号
発
行

▽
2
3
企
画
委
員
会
▽
2
6
名
簿
委
員

会
▽
6
・
6
財
政
委
員
会
▽
9
名

簿
委
員
会
▽
2
3
大
曲
支
部
総
会
▽

2
4
常
任
理
事
会
▽
2
7
名
簿
委
員
会

▽
7
・
8
企
画
委
員
会
▽
2
3
会
計

監
査
▽
2
6
年
次
強
化
策
懇
談
会
▽

2
9
理
事
会
▽
8
・
2
1
支
部
長
会
議

・
総
会
▽
2
9
広
報
委
員
会
▽
・
1
名

簿
委
員
会
▽
1
0
鹿
角
支
部
総
会
▽

1
4
近
畿
支
部
総
会
▽
1
7
営
林
局
支

部
総
会
▽
2
9
東
京
支
部
総
会

苛
月
『
月
『
；
…
；
」

…
慶
祝
（
判
明
分
）
一

一

一一
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全員で秋高音顔踊る

盛会だった若菜会の集い
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÷
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÷

寸
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園
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聞
u
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円
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鵬
濫
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．

i
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題
．
四
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悶
凶

田
辺
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悶
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固

疎遠彗
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奮戦　堆’奮‾

1、

l

■†
渦
噺
患

ヂ

諦溢

二
年
お
き
に
開
か
れ
る
若
葉
会

一
秋
高
卒
の
女
子
の
会
一
が
、
去
る
八

月
十
二
日
に
秋
田
市
の
禰
高
会
館
で

開
催
さ
れ
た
。

室
田
現
校
長
始
め
、
仙
台
か
ら
わ

ざ
わ
き
駆
け
つ
け
て
下
さ
っ
た
氏
家

艮
隆
先
生
や
小
川
良
子
先
生
を
含
め

先
生
方
十
二
名
、
卒
業
生
は
四
十
二

名
出
席
し
た
。
お
盆
で
帰
省
中
の
県

外
在
住
の
会
員
も
多
数
参
加
し
て
盛

会
で
あ
っ
た
。

会
は
、
室
田
校
長
と
秋
山
ま
り
子

代
表
の
挨
拶
、
東
京
か
ら
参
加
し
た

北
川
幸
さ
ん
音
頭
の
乾
杯
で
始
ま
り
、

な
ご
や
か
な
歓
談
と
、
各
期
代
表
に

よ
る
自
己
紹
介
や
先
生
た
ち
の
近
況

報
告
等
の
う
ち
に
楽
し
い
ひ
と
時
が

過
ぎ
た
。

△

崩
つどしl

最
後
に
全
員
で
秋
高
音
頭
を
踊
り

校
歌
を
高
ら
か
に
斉
唱
し
て
、
午
後

九
時
前
に
散
会
し
た
。

若
い
気
持
ち
で

近
況
語
り
合
う

秋
田
市
で
昭
六
同
級
会

昭
六
同
級
会
を
六
月
五
日
（
日
一
午

後
四
時
半
か
ら
ア
キ
タ
ニ
ュ
ー
グ
ラ

秋　　　中
十六年会

思
い
出
綴
り
会
誌
発
行

四
年
に
一
度
の
大
同
級
会

私
た
ち
十
六
年
卒
は
、
現
在
連
絡

と
れ
る
の
が
一
六
〇
名
、
入
学
時
A

～
E
の
五
組
、
あ
わ
せ
て
二
五
〇
名

お
っ
た
わ
け
だ
か
ら
、
だ
い
ぶ
減
っ

て
き
た
。
た
だ
、
十
五
年
卒
か
ら
上
の
先
輩

の
か
た
の
年
次
に
く
ら
べ
れ
は
戦
死

者
は
少
な
く
、
む
し
ろ
あ
の
頃
の
結

核
で
な
く
な
っ
た
者
が
多
い
。

t

l

i

▼

t

▼

褒
章
受
賞
と
町
長

当
選
喜
び
励
ま
す

秋
中
五
十
期
お
枕
い
の
会

▽
秋
田
県
自
動
車
整
備
振
興
会
な
ど

で
、
長
年
に
わ
た
り
理
事
、
理
事
長
と

し
て
活
躍
、
先
に
運
輸
大
臣
表
彰
を

受
け
た
わ
が
期
の
佐
々
木
茂
雄
氏
が
、

こ
の
た
び
は
、
藍
授
褒
章
を
受
賞
し

た
。
そ
の
お
祝
い
の
会
を
六
月
十
日
、

ア
キ
タ
ニ
ュ
ー
ク
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
に

於
て
有
志
二
十
数
名
の
諸
兄
が
参
集

し
て
お
祝
い
の
会
を
開
催
し
た
。

▽
わ
が
同
期
の
本
会
副
会
長
京
野
大

三
氏
が
、
郷
里
の
六
郷
町
の
町
長
選

に
出
馬
、
我
々
を
心
配
さ
せ
た
が
、

幸
い
に
も
若
者
の
支
持
を
得
て
、
約

千
票
の
差
を
つ
け
て
見
事
当
選
を
果

た
し
た
。
そ
の
喜
び
の
会
を
七
月
十

四
日
、
ア
キ
タ
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
で
有
志
二
十
数
名
が
参
集
開
催

さ
れ
た
。

私
た
ち
一
六
〇
名
は
、
割
と
連
絡

よ
く
、
会
報
を
発
行
し
た
り
、
毎
年

の
県
内
ク
ラ
ス
会
、
そ
し
て
四
年
に

一
回
の
全
国
大
同
級
会
に
は
元
気
な

顔
を
み
せ
て
い
る
。

こ
と
し
は
オ
リ
ン
ピ
ソ
ク
、
そ
し

て
私
た
ち
の
大
同
級
会
の
年
、
全
国

か
ら
集
ま
る
者
七
十
名
、
八
月
二
十

日
恩
師
山
下
先
生
を
お
迎
え
し
て
開

催
し
た
。
そ
の
状
況
は
例
の
如
し
で

特
に
ご
報
告
す
る
特
徴
は
な
い
が
、

一
点
だ
け
、
こ
の
会
に
合
せ
て
十
六

年
会
誌
二
〇
〇
頁
を
編
集
発
行
し
、

入
学
以
来
の
五
十
二
年
を
振
り
返
っ

た
次
第
、
内
容
こ
れ
ま
た
私
た
ち
だ

け
に
通
用
す
る
し
ろ
も
の
、
云
々
す

る
の
は
恐
縮
至
極
な
の
で
省
く
が
、

た
だ
、
こ
れ
か
ら
年
次
記
念
誌
を
考

、
そ
ら
れ
る
む
き
に
は
多
少
の
参
考
に

な
ろ
う
が
と
思
っ
て
い
る
。

実
は
、
編
集
に
当
り
、
十
二
年
卒

の
先
輩
皆
様
が
、
立
派
な
卒
業
五
十

周
年
記
念
誌
「
天
上
造
か
に
」
を
出

し
て
お
ら
れ
る
の
で
、
ご
教
示
を
い

た
だ
い
た
。

空
音

ヰ
音

な
お
、
こ
の
た
び
は
、
四
年
に
一
度

の
せ
っ
か
く
集
ま
る
機
会
、
楢
山
グ

ラ
ン
ド
跡
、
東
根
小
屋
の
旧
校
舎
跡
、

手
形
校
舎
跡
を
め
ぐ
る
と
と
も
に
、

こ
出
席
い
た
だ
け
な
か
っ
た
先
生
を

お
見
舞
し
、
ま
た
、
な
く
な
ら
れ
た

先
生
の
仏
前
に
お
花
を
さ
さ
げ
往
時

を
し
の
ん
だ
。
　
（
信
太
勝
記
一

う
同
窓
会
が
あ
り
ま
す
。
（
生
れ
歳
が
　
　
確
日

午
・
羊
か
ら
馬
羊
（
は
よ
う
一
会
と
呼
　
　
囲

称
し
て
い
ま
す
〓
ハ
月
十
七
日
横
浜
　
　
凛

の
中
華
街
で
別
記
の
級
友
達
が
集
り
　
　
　
ヨ

馬
羊
会
、
横
浜
に
集
ま
る
　
田

昭
和
十
一
年
卒
の
東
京
周
辺
に
集
　
日
。
嗣
り

先
生
の
愛
称
に
懐
し
さ
　
確
固

l

甑
ヰ寮

て喜一‾　一

日

　

同

相

Ⅶ

M
H
”
n
＿

四
日
目
悶
“
日
用
日
l
ロ

買；二＿▼コ
圃lた男

に二二二二二・二二コ

＿＿＿野笥讐竺

ヤ
ポ
ラ
リ
、
坊

ち
ゃ
ん
、
ベ
ロ
、

ロ
ク
チ
ャ
、
モ

ン
キ
ー
、
モ
ン

パ
、
モ
ジ
、
シ

ナ
、
弾
丸
、
な
ど

な
ど
、
こ
の
愛

相
　
称
で
す
べ
て
が

楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過
し
ま
し
た
。

さ
て
、
次
の
語
句
に
懐
し
さ
を
思

い
出
せ
ま
せ
ん
か
…
…
。
マ
ム
シ
、
オ

ニ
コ
、
モ
ル
モ
ノ
ト
、
ジ
ャ
ィ
、
ポ
キ

理
解
が
で
き
、
中
学
生
活
を
十
分
思

い
出
す
こ
と
か
で
き
る
の
で
す
。

誰
か
が
「
本
当
の
名
前
は
何
ん
と

言
っ
た
っ
け
」
と
発
言
し
た
け
ど
、

明
確
に
答
え
る
返
事
が
な
か
っ
た
こ

と
を
報
告
し
て
お
き
ま
す
。

当
日
の
出
席
者
＝
伊
東
博
、
田
中

贋
吉
、
石
田
正
、
有
坂
孝
一
、
三
浦
正

孝
、
井
川
雄
治
、
青
崎
不
二
太
郎
、
丹

下
敬
一
、
小
田
部
精
一
。

一
東
京
都
板
橋
区
赤
塚
新
町
三
一
五

一
五
馬
羊
会
幹
事
　
今
行
雄
記
一

ト
ホ
テ
ル
で
開
催
し
た
。

遠
来
の
池
田
静
一
君
外
十
八
名
。

も
う
だ
い
ぶ
の
年
輩
に
な
る
が
、
い

ず
れ
も
若
い
頃
の
気
持
ち
で
二
時
間

も
か
か
っ
て
ひ
と
り
ひ
と
り
近
況
を

報
告
し
あ
っ
た
。
叉
そ
れ
ぞ
れ
知
り

え
た
旧
友
達
の
近
況
な
ど
、
消
息
を

交
換
し
た
。

お
互
い
の
健
康
を
視
し
、
こ
れ
か

ら
も
元
気
で
あ
る
よ
う
乾
杯
し
、
三

振
　
車縞
　
鞠
観
潮

∴
．
＋
．
．

㍉
千
十
∴
．

園
田
悶
団

閤
脳
悶
闊
蛸
は

1．・－1　「

田

閉
園
閥
は
同

日
闇
柑
閥
圃
凶
日
S
S
嗣

嗣
闊
閲
は
円

∵
∴
∵
十
r
l
．

〃

藤

時
間
程
で
懇
談
を
お
わ
り
、
鎌
田
民

治
郎
君
の
音
頭
て
校
歌
を
合
唱
し
て

散
会
し
た
。
再
び
元
気
で
令
っ
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
。

出
席
者
は
写
真
の
（
上
段
右
か
ら
）

川
本
卓
見
、
菊
地
杜
夫
、
武
藤
理
市
郎
、

平
進
、
芹
田
陽
、
遠
藤
三
郎
、
平
沢
尚

忠
、
阿
部
武
次
、
三
浦
実
、
菅
原
作
衛
、

島
田
洋
治
一
坐
っ
た
方
々
右
か
ら
一
松

淵
悌
逸
、
浅
田
重
夫
、
近
藤
英
夫
、
佐

藤
豊
吉
、
池
田
静
一
、
鎌
田
民
治
郎
、

根
田
正
吉
、
佐
々
木
令
章
（
菊
地
杜
夫
記
一

室
田
校
長
か
ら

近
況
の
報
告
も

昭
和
矢
留
会
が
総
会

四
月
二
十
三
日
午
後
三
昭
か
ら
、

久
し
ぶ
り
で
昭
和
矢
留
会
総
会
を
、

小
野
旅
館
で
開
い
た
。
学
校
か
ら
、

室
田
校
長
、
同
窓
会
か
ら
桜
谷
事
務

、、、－1＼、さ

、、ごふ、

最藻

の
内
容
変
更
等
に
つ
い
て
説

明
が
あ
り
、
会
員
の
一
層
の

協
力
が
、
不
可
欠
の
要
素
で

あ
る
と
強
調
さ
れ
て
い
た
。

続
い
て
協
議
事
項
に
入
り
、

菅
原
幹
事
長
か
ら
、
規
約
、
役

員
の
改
正
に
つ
い
て
提
案
が

あ
り
、
出
席
会
員
の
賛
同
を

得た。席
上
、
若
い
会
員
の
参
加

に
つ
い
て
工
夫
を
図
る
べ
き

て
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
り
、

事
務
局
で
は
、
課
題
と
し
て

考
え
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

懇
親
は
続
き
、
午
後
七
時

局
長
の
両
名
を
迎
、
え
、
会
月
二
十
五
．

名
が
出
席
し
て
行
わ
れ
た
。

菅
原
会
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、

室
田
校
長
が
近
況
報
告
、
授
業
時
間

延
長
の
生
徒
か
ら
の
反
応
は
賛
否
両

論
で
あ
る
が
、
効
果
の
あ
が
る
方
法

と
思
っ
て
い
る
と
の
話
が
あ
っ
た
。

桜
谷
事
務
局
長
か
ら
は
、
同
窓
会

姜
妻
妾
孝
蒙
妻
妾
蒙
賀
宴
菱
孝
妻
妾
菱
蒙
妻
妾
葺
玄
董
蒙
蒙
老
孝
菱
委
孝
蒙
妻
妾
菱
茎
菱
菱
菱
老
妻
蒙
蒙
を
孝
蒙
を
菱
菱
委
孝
葺
妻
妾
老
妻
麦
芽
夏
雲
菱
蒙
妻
妾
孝
菱
蒙
蒙
蒙
妻
妾
茎
窒
老
芽
董
委
董
葺
董
菱
享
委
孝
孝
菱
委
董
葦
妻
妾
菱
夏
空
菱
菱
菱
亥
芽
蒙
妻
妾
蒙
蒙
麦
芽
菱
妻
妾
孝
宴
委
芽
蒙
委
孝
蒙
重
要
孝
委
亥
孝
妻
妾
孝
蒙
委
孝
笈
若
妻
菱
蒙
老
芽
蒙
妻
妾

昭
和
二
十
八
年
の
四
月
、
二
十
六

名
の
女
子
生
徒
が
、
共
学
に
な
っ
て

三
度
目
の
新
入
生
と
し
て
秋
高
の
門

を
く
く
っ
た
。
県
北
、
県
南
か
ら
、

そ
し
て
市
内
か
ら
、
い
ず
れ
劣
ら
ぬ

才
知
の
星
と
、
そ
れ
ぞ
れ
が
自
負
し

て
い
た
に
違
い
な
い
け
れ
ど
、
中
に
、

ひ
と
き
わ
燦
然
と
輝
く
大
粒
の
タ
イ

ヤ
モ
ン
ト
が
混
じ
っ
て
い
た
。
そ
れ

が
武
田
周
子
さ
ん
だ
っ
た
。

全
員
が
納
得
す
る
秀
才
だ
っ
た
。

常
に
学
年
の
ト
ノ
ブ
に
い
た
の
は
学

科
試
験
の
成
績
だ
け
て
は
な
い
。
卓

球
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
も
、
小
柄
な
が
ら

俊
敏
な
動
き
で
勝
負
を
か
け
、
白
衣

を
着
け
れ
ば
生
物
部
で
、
生
徒
会
の

役
員
も
、
お
遊
び
会
の
余
興
に
も
と
、

彼
女
の
活
躍
は
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
め

小

さ
ま
し
か
っ
た
。

女
子
は
二
ク
ラ
ス
に
分
か
れ
て
い

た
が
、
選
択
科
目
や
合
同
授
業
で
一

緒
に
な
る
こ
と
が
多
く
、
と
て
も
仲

が
良
か
っ
た
。
武
田
さ
ん
を
リ
ー
ド

に
、
三
十
一
期
生
二
十
六
名
の
乙
女

達
は
、
睦
み
合
い
、
競
い
合
い
、
花

の
よ
う
に
笑
い
な
が
ら
、
あ
の
駅
前

の
木
造
校
舎
の
中
を
廻
。
歩
い
て
い

た
。

ち
ょ
う
ど
十
年
前
の
、
奇
し
く
も

同
じ
六
月
、
私
は
四
十
一
歳
の
自
分

の
誕
生
日
を
記
念
し
て
、
大
阪
ま
で

の
ひ
と
り
旅
を
し
た
。
そ
の
帰
途
、

名
古
屋
で
新
幹
線
を
降
り
る
と
、
高

鳴
る
胸
の
鼓
動
を
覚
え
つ
つ
改
札
口

に
向
か
っ
た
。
高
校
を
卒
業
し
て
以

円
熟
し
た
美
し
き
の
印
象
の
方
が
強

か
っ
た
喜
つ
に
唇
っ
。

義
輝
謝

飯
r

ま
る
で
素
人
記
者
の
よ
う
に
、
私

は
敬
意
と
好
奇
心
を
抱
い
て
沢
山
の

－

■
■
■
■
■
■
■
l
l
l
l

馳柵

■
ロ
■

日

日

1

監華ii
ナ　して十

－
ナ十㌧

（
S
3
1
卒
）
　
野
　
木
　
真
理
子

㌣
萱
瓶

患
薮

突
然
の
計
報
は
、
う
か
つ
に
も
知

ら
な
い
て
い
た
猿
橋
賞
受
賞
の
栄
誉

の
こ
と
と
同
時
に
告
げ
ら
れ
た
。
私

は
あ
わ
て
て
新
聞
の
束
を
か
き
分
け
、

そ
こ
に
秀
れ
た
業
績
を
認
め
ら
れ
、

自
信
に
満
ち
た
武
田
さ
ん
の
す
ば
ら

し
い
笑
顔
を
見
出
し
た
の
だ
っ
た
。

来
、
二
十
三
年
ぶ
り
の
再
会
だ
っ
た
。

長
い
髪
を
き
ち
ん
と
結
い
あ
け
、

き
れ
い
な
色
の
ス
ー
ツ
と
身
に
つ
け

た
装
身
具
も
充
分
に
選
び
抜
か
れ
て
、

さ
す
が
国
際
的
に
活
躍
さ
れ
る
科
学

者
と
し
て
の
威
厳
が
惨
み
出
て
い
た

け
れ
ど
も
、
私
に
は
女
性
と
し
て
の

脚通か岬画

雷l二着

一

、

・

高
二
時
代
の
遍
勤
会
の
周
子
さ
ん

（
左
）
と
筆
者

敲
闊

欝
を

か
に
く
ず
れ
て
、

た
。

こ
と
を
問
い
か

け
た
。
研
究
の

内
容
の
こ
と
、

語
学
の
こ
と
、

ご
主
人
の
こ
と
、

家
事
の
こ
と
、

ひ
い
て
は
地
位

や
収
入
の
こ
と

ま
で
も
伺
う
こ

と
に
な
っ
た
。

そ
の
頃
、
中
学

生
だ
っ
た
こ
子

息
の
こ
と
を
語

る
時
、
武
田
さ

ん
の
あ
の
余
裕

の
あ
る
ほ
ほ
笑

み
は
、
ほ
か
ら

母
親
の
顔
に
な
っ

「
四
十
を
過
さ
て
も
、
女
性
て
あ

っ
て
も
、
決
し
て
臆
す
る
こ
と
な
く
、

夢
の
実
現
に
努
力
す
べ
き
な
の
よ
」

と
、
私
は
、
そ
の
時
彼
女
が
教
え
て

く
れ
た
勇
気
と
不
断
の
向
上
心
の
ほ

ん
の
か
け
ら
程
で
も
、
今
に
持
ち
続

け
て
い
る
か
ど
う
か
、
恥
じ
い
る
は

か
り
で
あ
る
。

全
国
紙
を
華
々
し
く
飾
り
、
我
が

母
校
の
歴
史
に
、
殊
更
に
輝
く
栄
光

の
一
頁
を
加
え
て
か
ら
わ
ず
か
五
十

日
足
ら
ず
で
、
突
然
不
帰
の
人
と
な

っ
て
し
ま
っ
た
武
田
さ
ん
。
ど
ん
な

過
酷
な
ス
ト
レ
ス
が
、
あ
の
ひ
と
の

強
靭
な
精
神
と
肉
体
を
蝕
ん
て
し
ま

っ
た
の
か
・
上
り

二
十
五
名
の
残
さ
れ
た
同
期
生
は
、

そ
の
死
を
悲
し
み
、
深
く
哀
悼
の
意

を
捧
げ
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
ろ
、
全
員
で
校
歌
、
副
歌
を
高
ら
か

に
、
蛮
声
を
張
り
あ
げ
て
歌
い
、
名
残

り
を
お
し
み
な
が
ら
散
会
し
た
。

一
小
野
一
記
一

哀
悼
（
判
明
分
）

西
村
　
善
松
一
S
誓
鹿
角
市
撃
1
0

後
藤
　
清
忠
一
S
聖
秋
田
市
甲
5

佐
々
木
武
夫
一
S
9
一
秋
田
市
甲
4

西
野
　
忠
男
一
T
1
1
一
秋
田
市
甲
6

石
井
一
雄
一
S
誓
五
城
目
町
甲
6

三
浦
　
秀
雄
一
S
空
秋
田
市
甲
6

佐
藤
一
武
田
一
周
更
S
聖

名
古
屋
市
甲
6

高
橋
　
回
儀
一
S
空
秋
田
市
甲
6

落
合
喜
久
郎
一
S
6
一
秋
田
市
甲
7

高
橋
助
次
郎
一
S
1
4
萩
田
市
甲
7

佐
藤
　
勝
司
デ
誓
大
阪
府

越
後
　
竹
司
一
S
竺
秋
田
市
甲
7

三
浦
功
七
一
S
誓
八
郎
潟
町
甲
7

山
本
　
一
一
旧
職
一
千
葉
市
甲
7

辻
　
竺
郎
一
S
誓
秋
田
市
甲
7

内
藤
　
斉
治
一
T
1
1
一
秋
田
市
甲
8

諏
訪
　
綱
久
一
S
1
1
一
秋
田
市
甲
8

三
浦
金
市
郎
一
S
7
一
秋
田
市
甲
8

石
井
興
太
郎
一
T
1
1
一
男
鹿
市
甲
8

高
野
　
信
夫
一
S
空
秋
田
市
甲
9

工
藤
庄
右
工
門
盲
6
一
秋
田
市
甲
9

加
藤
　
景
一
一
S
5
一
千
葉
市
甲
9

秋
こ
田

二
　
　
八

赤
津
磯
崎
老
桧

行
馨
宗弘稔昭

大
渕
貞
利

斉
藤
寿
弥

佐
々
木
明
美

諏
訪
純
大

高
泉
　
伸

高
橋
英
雄

千
葉
　
豊

鍋
島
利
照

広
島
芳
雄

福
田
英
夫

票秋
田

相
互
銀
行会

佐
藤
次
夫

高
橋
三
男

鈴
木
房
夫

沓
沢
健
吉



第　27　号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　秋高　同窓会だ　よ　り　　　　　　　　　　　　　　昭和63年9月30日　（4）

軟式野球

3
1
年
ぶ
。
全
国
大
会
出
場

強
豪
広
陵
と
熱
闘

惜
敗
晴
れ
晴
れ
と
し
た
笑
顔

駅
で
秋
田
県
人
会
、
秋
高
同
窓
会
近

畿
支
部
の
役
員
の
方
々
の
暖
か
い
歓

迎
を
受
け
、
い
や
が
う
え
に
も
闘
志

を
か
き
た
て
ら
れ
明
石
へ
と
向
う
。

試
合
ま
で
の
三
日
間
は
、
体
調
の
維

持
に
つ
と
め
、
攻
守
の
最
終
チ
ェ
ソ

ク
を
行
っ
た
。

八
月
二
十
六
日
、
高
砂
市
営
球
甥

前
の
試
合
、
仙
台
商
－
新
宮
戦
が
延

長
戦
に
な
り
、
暫
く
控
室
で
持
た
さ

れ
る
。
対
広
陵
戦
、
先
攻
で
試
合
開

始
。
一
番
吉
田
四
球
を
選
び
二
盗
に

成
功
す
る
も
先
制
な
ら
ず
。
五
回
表
、

第
三
十
三
回
全
国
高
等
学
校
軟
式

野
球
選
手
権
大
会
は
、
八
月
二
十
五

▽
2
回
戦

一
2
6
日
・
1
3
時
1
0
分
、
高
砂
市
営

球
場
一

秋

　

田

0

0

0

0

0

0

0

0

0

広

　

陵

0

0

0

0

0

0

0

0

h

01

日
か
ら
兵
庫
県
の
明
石
公
園
、
高
砂

市
営
両
球
場
を
会
場
に
行
わ
れ
た
。

本
校
軟
式
野
球
部
は
、
昭
和
三
十

二
年
の
第
二
回
大
会
以
来
、
実
に
三

十
一
年
ぶ
り
に
奥
羽
地
方
大
会
を
勝

ち
抜
き
、
全
国
大
会
へ
コ
マ
を
進
め

た
。
今
年
の
チ
ー
ム
は
例
年
よ
り
も

【秋　田】　打安打三匹1
数打ノ烹振死

（診　吉　田　2　0　013
（含）金令　木　4　0　010
（3　立　石　4　0　0　2　0
⑦　進　藤　3　0　011
（王）中　田　31011
（豆）下　田　3　0　011
（互）伊　藤　4　0　0　2　0
⑥／ト　野　31011
（冨）堀　川　31010
°　°　°　°　°　°　°　°　°　°　°　°　°　°　°　°　°　°　°　°　°　°　°　°　°　°　°　°　°　°

言十　　293　0117

【広　陵】　打安打三匹l
数打．【烹振死

］ヒ　千本　5　2　0　0　0

大　　山　4　2110
佐々木　4　0　010
山　本　3　0　0　01
中　　辛寸　4　0　010
川　　7恭　4　3　010
竹　下　2　0　0　0　0
鳥　居　4　2　0　0　0
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小
粒
で
あ
り
、
そ
れ
だ
け
に
普
段
の

練
習
に
お
い
て
も
、
一
つ
一
つ
の
プ

レ
ー
に
全
員
が
集
中
す
る
こ
と
、
一

つ
ミ
ス
が
出
て
も
そ
れ
を
み
ん
な
て

カ
バ
ー
し
て
守
。
抜
く
こ
と
を
最
重

点
に
鍛
え
た
結
果
、
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

の
良
い
集
中
力
を
持
続
で
き
る
存
チ

ー
ム
に
仕
上
っ
た
。
県
予
選
、
奥
羽

大
会
五
試
合
の
う
ち
四
試
合
を
エ
ー

ス
中
田
の
力
投
で
完
封
で
飾
り
、
一

試
合
平
均
得
点
五
点
強
、
チ
ー
ム
打

率
二
割
八
分
と
い
う
軟
式
と
し
て
は

非
常
に
高
い
打
撃
成
績
を
残
し
て
優

勝
し
た
。
八
月
二
十
二
日
夜
、
盛
大
を
見
送

り
を
受
け
な
が
ら
出
発
。
翌
朝
大
阪

翠

県予i叢、奥羽大会を勝ち抜いた秋高打線、
全国大会では決定打が出ず憎敗。

小
野
、
堀
川
が
連
続
ヒ
ッ
ト
。
吉
田

の
送
り
バ
ン
ト
は
捕
手
の
思
い
切
っ

た
プ
レ
ー
で
三
塁
間
一
髪
の
封
殺
、

チ
ャ
ン
ス
を
逸
す
。
こ
の
後
中
田
の

投
球
が
冴
、
え
、
試
合
の
流
れ
は
わ
が

校
に
傾
く
。
し
か
し
九
回
裏
、
軟
式

特
有
の
投
手
の
頭
を
越
え
る
高
い
バ

ウ
ン
ド
の
内
野
安
打
が
二
本
出
て
一

死
一
、
三
塁
。
こ
こ
で
満
塁
策
を
取

り
、
次
打
者
の
難
し
い
二
軍
へ
ー
ス

寄
り
の
ゴ
ロ
を
二
塁
手
伊
藤
難
し
い

体
勢
か
ら
絶
妙
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
て

本
塁
封
殺
。
延
長
戦
の
気
配
が
濃
く

な
る
中
、
二
番
大
山
の
当
た
。
は
右

前
に
フ
ラ
フ
ラ
ソ
と
上
っ
た
打
球
。

右
翼
手
下
田
猛
然
と
頭
か
ら
ス
ラ
イ

テ
ィ
ン
グ
キ
ャ
ッ
チ
を
試
み
る
も
、

グ
ロ
ー
ブ
の
先
三
十
セ
ン
チ
で
バ
ウ

ン
ド
し
て
サ
ヨ
ナ
ラ
ヒ
ノ
ト
。

私
は
守
備
位
置
か
ら
戻
っ
て
き
た

選
手
た
ち
の
晴
れ
晴
れ
と
し
た
笑
顔

を
忘
れ
ら
れ
な
い
。
硬
式
野
球
部
経

験
者
で
占
め
ら
れ
る
広
陵
高
校
を
相

手
に
互
角
の
試
合
を
や
っ
た
選
手
た

ち
を
ぎ
す
が
秋
高
生
だ
〟
と
賞
賛

し
て
や
り
た
い
、
そ
れ
が
私
の
偽
ら

さ
る
心
境
で
す
。
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剣道は4連覇飾る
インターハイへ剣道団体と8個人

全県高校総体で奮戦

容町　＝
恵■題減〃m　〆、

‘．．・；ここ津

E皿羽

田
キ
秦
紅
潮
冊
瀾
鮮
触

瞥
愁
巌

蠍

竃
題藩

田
起

適を磯ウ
四一ふ、．＿＿，L

今
年
度
の
秋
田
県
高
校
総
合
体
育

大
会
は
、
県
南
地
区
を
主
会
場
と
し

六
月
四
日
か
ら
四
日
間
に
わ
た
っ
て

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た
。
一
陸
上
競

技
は
五
月
二
十
七
日
～
三
十
日
、
水

休
は
六
月
三
十
日
～
七
月
二
日
一

巌
室
霞
輩
詳

母
校
か
ら
は
、
総
勢
三
九
八
名
の

選
手
が
出
場
し
、
健
闘
し
た
が
、
団

体
優
勝
は
、
あ
ぶ
な
げ
な
く
四
連
覇

を
成
し
遂
げ
た
剣
道
の
み
て
、
準
優

勝
は
、
決
勝
で
大
曲
農
に
1
－
2
で

惜
敗
し
た
柔
道
と
ボ
ー
ト
の
ナ
ノ
ク

ル
フ
ォ
ア
だ
け
と
い
う
結
果
に
と
ど

ま
っ
た
。
個
人
の
東
北
高
校
選
手
権
大
会
出

場
以
上
の
上
位
入
賞
者
は
次
の
と
お

顔

檻

インターハイ出場の剣道部メンバー
左上から渡辺監督、川嶋、工藤、泉、
左下から小1公、斎藤（主将）、岸の各選手

り
で
あ
る
。

◇
剣
　
道

●
斎
藤
淳
一

一
二
位
一

◇
柔
　
道

軽
中
量
級

森
元
李
人

一
二
位
一

鎌
田
玄
徳

一
三
位
一

中
量
級

●
木
村
勇
次

一
一
位
一

宇
佐
美
晋
也

一
二
位
一

軽
重
量
級

竹
内
　
栄

一
二
位
一

◇
卓
　
球

タ
ブ
ル
ス
　
伊
藤
博
樹

佐
藤
　
順

シ
ン
ク
ル
ス
伊
藤
博
樹

一
三
位
一

一
ベ
ス
ト
8
一

●
竹
谷
み
な
子
一
二
位
一

◇
ボ
ー
ト
　
シ
ン
ク
ル
ス
カ
ル

●
長
野
大
介
一
一
位
一

◇
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

男
子
S
　
松
橋
弘
光
（
ベ
ス
ト
8
）

男
子
W
松
橋
・
中
島
（
ベ
ス
ト
8
）

◇
陸
上
競
技

男
子
2
0
0
M
　
伊
藤
幸
治
一
六
位
一

4
0
0
M
佐
々
木
藤
和
一
一
位
一

8
0
0
M
●
大
野
　
享
一
四
位
一

5
0
0
M
　
大
野
　
享
一
四
位
一

1
1
0
M
H
西
田
　
幹
一
六
位
一

4
0
0
M
H●
佐
々
木
藤
和
一
一
位
一

1
6
0
0
M
R
一
中
島
・
大
野
・
伊
藤

佐
々
木
一
一
一
位
一

女
子
2
0
0
M
田
口
真
紀
子
一
五
位
一

走
高
跳
●
佐
藤
真
紀
子
一
一
位
一

◇
水
　
泳

1
0
0
M
平
休
●
辻
　
晋
一
一
位
一

渋
谷
義
久
一
四
位
一

4
0
0
M
自
由
形
工
藤
至
史
一
五
位
一

5
0
0
M
自
由
形
工
藤
至
史
一
五
位
一

12
0
0
M
、
4
0
0
M
個
人
メ
ド
レ
ー

宮
越
　
大
一
と
も
に
四
位
一

回

碁

部

3回戦進出と大健闘
今
年
か
ら
部
に
昇
格

し
た
囲
碁
部
は
県
大
会

を
勝
ち
抜
い
て
七
年
連

続
の
全
国
大
会
出
場
と

な
っ
た
。
八
月
一
日
よ

り
東
京
の
日
本
棋
院
で

行
わ
れ
、
初
日
団
体
戦
、

二
日
目
個
人
戦
で
あ
っ

た
。
団
体
戦
は
一
回
戦

山
口
県
代
表
徳
山
高
校

を
2
対
1
て
破
り
二
回

戦
進
出
。
そ
の
相
手
鳥

取
県
代
表
米
子
東
高
校

も
2
対
1
て
破
り
三
回

戦
に
勝
ち
進
ん
だ
。
そ

こ
で
北
海
道
代
表
札
幌

南
高
校
と
対
戦
、
こ
れ

に
勝
て
ば
、
ヘ
ス
ト
8
に
入
れ
る
と
あ

っ
て
善
戦
し
た
が
惜
し
く
も
1
対
2

て
敗
れ
た
。
初
め
て
の
八
位
内
入
質

を
逃
が
し
た
が
、
久
し
ぶ
り
の
三
回

戦
進
出
と
大
健
闘
で
あ
っ
た
。
個
人

戦
に
は
二
年
の
堀
川
健
が
出
場
、
二

回
戦
て
神
奈
川
県
代
表
に
敗
れ
た
。

こ
の
大
会
で
、
秋
田
高
校
の
レ
ベ
ル

は
決
し
て
全
国
的
に
み
て
低
く
な
い

こ
と
が
立
証
さ
れ
、
来
年
度
以
降
が

楽
し
み
で
あ
る
。

二
年
連
続
全
国
大
会
へ

放
送
委
員
会

六
月
の
N
H
K
杯
全
県
大
会
に
お

い
て
昨
年
に
引
き
続
き
総
合
銀
賞
の

栄
冠
を
手
中
に
し
た
放
送
委
員
会
は
、

ラ
ジ
オ
番
組
制
作
部
門
で
「
課
題
」

「
自
由
」
と
も
最
優
秀
賞
、
そ
し
て

ア
ナ
ウ
ン
ス
・
朗
読
両
部
門
で
は
三

年
の
谷
内
英
子
、
高
崎
黄
海
が
入
賞

を
果
た
し
、
東
京
で
の
全
国
大
会
へ

の
出
場
を
決
め
た
。
そ
の
中
で
も
谷

内
と
高
崎
は
県
大
会
以
上
の
力
を
十

分
に
発
揮
し
、
そ
れ
ぞ
れ
準
決
勝
進

出
と
い
う
近
年
に
な
い
好
成
績
を
あ

け
た
。
放
送
委
員
会
で
は
一
、
二
年

に
も
熱
心
な
生
徒
が
多
く
今
後
の
活

躍
に
期
待
さ
れ
て
い
る
。

4
0
0
M
R
一
三
浦
・
渡
辺
・
三
浦

工
藤
一
一
四
位
一

4
0
0
M
メ
ト
レ
ー
R
一
宮
越
・
辻

渋
谷
・
三
浦
一
一
四
位
一

一
●
印
は
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
一

【
東
北
高
校
選
手
権
大
会
】

柔
道
は
、
個
人
戦
軽
重
量
級
で
、

竹
内
栄
が
優
勝
、
中
量
級
で
宇
佐
美

が
準
優
勝
と
い
う
成
績
を
あ
け
た
。

二
人
と
も
二
年
生
な
の
で
来
年
が
大

い
に
期
待
さ
れ
る
。

陸
上
競
技
は
、
男
子
4
0
0
M
H
で
佐

々
木
が
三
位
一
記
録
5
4
秒
空
、
女
子

走
高
跳
び
で
、
佐
藤
が
三
位
一
1
m

里
、
男
子
8
0
0
M
で
大
野
が
四
位
一
2

公
5
4
秒
空
と
い
う
成
績
を
あ
げ
た
。

ボ
ー
ト
は
、
ナ
ノ
ク
ル
フ
ォ
ア
は

決
勝
進
出
を
果
た
し
た
が
、
惜
し
く

も
五
位
、
シ
ン
ク
ル
ス
カ
ル
で
長
野

も
準
決
勝
で
敗
退
。
タ
ブ
ル
ス
カ
ル

一
県
予
選
な
し
一
で
は
、
鎌
田
・
斎

藤
組
が
初
優
勝
を
飾
っ
た
。

水
休
は
、
1
0
0
M
平
泳
て
辻
が
標
準

タ
イ
ム
に
近
い
好
記
録
を
あ
け
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
権
を
獲
得
し
た
。

ま
た
、
剣
道
・
卓
球
・
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
は
惜
し
く
も
入
賞
を
逸
し
た
。

国
体
出
場
が
続
々

【
東
北
総
合
体
育
大
会
】一
ミ
ニ
国
体
一

剣
道
で
斎
藤
、
岸
拓
也
、
工
藤
勇

樹
の
三
人
、
柔
道
で
竹
内
、
森
元
の

二
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
県
チ
ー
ム
の
メ

ン
バ
ー
に
選
ば
れ
た
。
そ
の
剣
道
、

柔
道
と
も
優
勝
し
た
が
、
そ
の
原
動

力
と
し
て
活
躍
し
た
。

ま
た
、
松
橋
庸
之
一
ラ
ク
ビ
上

優
勝
、
国
体
出
場
一
、
石
川
慶
一
一
サ

ソ
カ
⊥
、
竹
谷
み
な
子
一
卓
球
一
も

県
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し
た
。

ボ
ー
ト
で
は
荻
原
憤
太
郎
、
奥
山

忍
の
二
人
が
、
ナ
ノ
ク
ル
フ
ォ
ア
の

代
表
選
手
と
な
り
、
準
優
勝
を
達
成

し
、
こ
れ
ま
た
国
体
出
場
を
果
た
し

た
。陸
上
競
技
で
は
、
大
野
一
8
0
0
M
一

伊
藤
一
4
0
0
M
R
一
、
佐
々
木
一
4
0
0
M
、

4
0
0
M
H
、
4
0
0
M
R
一
、
佐
藤
一
走
高

跳
一
、
田
口
一
4
0
0
M
R
一
の
五
人
が
、

そ
れ
ぞ
れ
の
種
目
に
出
場
し
、
そ
の

う
ち
、
佐
々
木
、
佐
藤
が
国
体
出
場

を
果
た
し
た
。

水
泳
の
宮
越
一
4
0
0
M
個
人
メ
ド
レ

ー
一
も
国
体
に
出
場
し
た
。
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総合建設業＝舗装・一般土木工事設計施工

北日本開発コンサルタント株式会社
日北土建株式会社

取締役社長酢　屋　　　潔（S15卒）

専務取締役酢　屋　　　太（S48卒）

秋田市楢山登町4－50　℡（0188）33－1452
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